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1 節 放送番組の編成

国内放送番組編集の基本計画
　「平成27年度（2015年度）国内放送番組編集の
基本計画」は，放送総局内で議論を重ねたうえ，
編成局で原案を作成した。この原案を理事会で決
定し，12月，中央番組審議会に諮問，答申を得た
うえ経営委員会で決定した。
　以下はその原文である。年表示は西暦にし，記
号などは本書の方式に合わせた。

Ⅰ．編集の基本方針
　15年度は，メディア環境や国際情勢の変化に対
応して公共放送の挑戦と改革を進める，新しい
NHK 3 か年計画の初年度にあたります。
　人々の判断のよりどころとなる正確な報道と豊
かで多彩なコンテンツを充実させるとともに，積
極的に日本を世界へ発信し，公共放送の新たな可
能性を開く放送とサービスの創造をめざします。
　いま日本は，不透明な経済の先行きと高齢化社
会への不安，戦火が止まない国際情勢，相次いで
列島を襲う自然災害など，先の読めない事態に直
面しています。
　15年度国内放送番組の編集にあたっては，公平・
公正，正確・迅速な事実に基づく報道で人々の命
と暮らしを守るという公共放送の「原点」を堅持
し，使命を果たしていきます。そして，日本と世
界の課題を読み解き，新しい手法も駆使した深い
取材に基づくニュース・報道番組，幅広い世代の
期待に応える創造的な文化・教養・娯楽番組など，
魅力的で質の高い信頼される放送を実現します。
　15年は東日本大震災から 5年目に入ります。被
災地の復興を支援し，未来を展望する番組に継続
して取り組みます。同時に，全国の放送局は地域
に密着して活性化を支え，防災や減災につながる
情報発信と体制作りに努めます。
　さらに，改正放送法が施行され，またBSでの
スーパーハイビジョン試験放送が16年から始まり
ます。インターネットを活用した新たなサービス
や最先端の高精細映像による番組制作に積極的に
取り組みます。
　放送開始90年，戦後70年の節目にあたり，これ
までの歩みを踏まえながら，未来を見据えた番組

とサービスを開拓し，引き続き人にやさしい放送・
サービスの拡充にも努め，公共放送は新たな時代
へ歩み出します。

Ⅱ．編集の重点事項

1．  「命と暮らしを守る」報道に全力を挙げ，
東日本大震災からの復興を積極的に支援

　「想定を越えた…」という自然災害が一年に何
度も日本列島を襲っています。人々の「命と暮ら
しを守る」ことは，公共放送の最も重要な使命で
す。そのため，デジタルの新しい技術を活用して
正確で迅速な防災・減災報道をより強化します。
　東日本大震災から 5年目に入り，被災地の街づ
くりや原発事故後の対策など復興の現状と課題に
向き合い，復興に立ち向かう人々の姿を伝えます。
そして被災地の人たちの心を癒やし，応援する番
組など未来への希望を見つめてゆきます。
　想定される首都直下地震などの大規模災害に備
え，本部の代替機能の強化を踏まえて，機動的な
緊急報道・制作体制を一層充実させます。

2．  国内外の課題に対し，判断のよりどころ
となるニュース・番組

　少子化・高齢化への対策，経済再生，いじめな
どの教育問題，そして世界で頻発する紛争など，
日本や世界が直面する課題に対して，人々の判断
のよりどころとなる確かな情報を伝えるとともに
多角的な論点を提示し，その深層に迫ります。
　未来を展望する掘り下げた報道，より深い解説，
そしてビッグデータの多角的分析を活用するデー
タジャーナリズムなど，デジタルサービスと連動
したニュース・番組の強化を図ります。

3．  幅広い視聴者の関心に応え，豊かで多彩
な番組を編成

　NHKが持つ地上放送 2波，衛星放送 2波，音
声放送 3波を生かし，豊かで多彩な番組を編成し
ます。総合テレビジョンでは，日本そして世界の
課題を読み解き，社会が進むべき方向を探る基盤
となる，信頼できるニュースや番組を強化すると
ともに，NHKならではの創造的な文化・教養・
娯楽番組などをバランスよく編成します。教育テ
レビジョンでは，幅広い世代の「知りたい」「学
びたい」に応え，趣味・生活・教育・福祉など多
彩な番組を配置します。BS1は2020年に向け，各
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種スポーツイベントを積極的に伝えるとともに，
国際情報番組の一層の強化を図ります。BSプレ
ミアムは，知的エンターテインメントチャンネル
として，個性的でインパクトのあるコンテンツを
充実させます。音声放送は“安心ラジオ”として
の役割を守りながら，インターネット発信の充実
を図り，幅広い世代の期待に応えます。

4．  地域の「安全・安心の拠点」となり，地
域活性化へ貢献

　全国の放送局はNHKのネットワークを生かし，
防災・減災報道，緊急報道に全力を挙げます。地
域と日本が抱える課題に向き合うと同時に，自然
や文化，人と暮らし，観光資源など，地域の魅力
を発信します。地域を舞台に，豊かな自然や人々
のつながりを描くドラマや公開番組など，活性化
に貢献する放送・サービスやイベントを効果的に
実施します。

5．質の高いコンテンツを世界へ発信

　質の高いコンテンツを世界に発信し，NHKそ
して日本のブランド力を高めます。最先端の撮影
技術で描く日本の豊かな自然や伝統文化，先進的
な科学・技術・産業など，日本の魅力を発信する
番組，そしてアニメ，シリーズドラマなどを制作
し，国際マーケットへの展開を図ります。
　また，国内放送と国際放送との連携を強化し，
企画段階から効率的に制作して国内・国際の両方
に放送する番組など，日本の「いま」と「魅力」
を伝えるコンテンツを質・量ともに充実させます。

6．新たな可能性を開く放送・サービスを創造

　改正放送法の施行によって，放送と通信の連携
は新しい段階に入ります。放送番組とインターネ
ットコンテンツが両輪となる新たなサービスをニ
ュース・防災，教育などの分野でスタートさせま
す。「ハイブリッドキャスト」は24時間いつでも
活用できるサービスを中心に充実させます。「NH
Kオンデマンド」（有料動画サービス）の認知度
を高め，利用者を拡大します。
　16年のBSでのスーパーハイビジョン試験放送
に向けて，NHKならではの豊かで多彩な高精細
映像のコンテンツ制作をさらに拡大します。シリ
ーズドラマや大型ドキュメンタリーのほか，高精
細映像が生きる自然・紀行・美術・スポーツなど
の番組の制作を進めます。

7．  歴史を踏まえ，未来へ。放送90年，戦
後70年の取り組み

　放送開始から90年にあたり，放送の歴史を踏ま
えながら，メディア環境の変化に対応して，より
広く，大切なことを届けることをめざした放送や
新たなサービスを展開します。生命の進化や文明
の歩みと未来を壮大なスケールで描くシリーズな
ど，最先端の高精細映像を生かした未来志向の番
組に取り組みます。
　戦後70年については，戦後の日本と世界の歩み
を振り返るとともに，日本と世界が直面するこれ
からの課題を考える，多角的な視点を提供します。
高齢化が進む戦争体験者の貴重な証言を記録する
番組や戦争と戦後史の新事実を発掘する番組な
ど，歴史と謙虚に向き合い，その教訓を次世代に
伝えていきます。同時に新たなメディアを活用し
て，若い世代とともに未来を展望する番組を重点
的に編成します。

8．  2020年東京オリンピック・パラリンピ
ックへの取り組み

　20年開催の東京オリンピック・パラリンピック
に向けて，将来を期待される若手選手を発掘する
番組や変貌する東京の姿を記録し，将来の課題を
考える番組などをさらに充実させます。各種スポ
ーツイベントの中継を拡充し，長期的な展望に立
って障害者スポーツを含めたスポーツのすそ野を
広げ，多様な視聴者の興味関心に応えます。

9．“人にやさしい” 放送・サービスの拡充

　字幕放送・解説放送・手話など “人にやさしい”
放送・サービスの充実に努めます。字幕放送と解
説放送は，長期計画に基づき拡充します。特に，
ニュースなどの生字幕放送については，地域放送
も含めて積極的に取り組みます。

　以上の重点項目の実施にあたっては，以下のよ
うな施策も勘案しながら，創造的で活力に満ちた
取材・制作体制を構築します。
○ 「国内放送番組編集の基本計画」が放送サービ
スとして実現されているか，録画視聴やインタ
ーネット利用も含めたNHKへのトータルな接
触を把握する多角的な評価指標の開発につと
め，それに基づいて評価・管理を行います。

○ 限られた経営資源を効果的・効率的に活用し，
ニュースや番組を充実させます。

○ 放送倫理やコンプライアンス意識の徹底，人材
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の育成に力を入れ，確かな情報と質の高い番組
の提供に努めます。

Ⅲ．各波の編集方針

1．総合テレビジョン

　人々の「命と暮らしを守る」正確で迅速な報道
を行います。日本と世界の課題を読み解き，社会
が進むべき方向を探る基盤となるニュースや番組
を強化します。また，創造的な文化，教養，娯楽
番組などをバランスよく編成し，幅広い世代に信
頼，支持されるチャンネルをめざします。世界水
準の高品質な番組を制作するとともに国際放送と
も連携し，NHK全体の魅力を高めます。
（編集のポイント）
1．世代を越えて楽しむ番組，時代と向き合う報
道情報番組，“これさえあれば”と各世代に
必要とされる番組などを多彩に編成

2．ニュース・解説・討論番組などのインターネ
ット連動を効果的に実施

3．地域が主役となり，全国の視聴者が満足でき
る番組を制作

4．戦後70年の歩みを振り返り，未来を展望する
番組を展開

5．20年東京オリンピック・パラリンピックの関
連番組を充実

〔放送時間〕
○ 1日24時間を基本とします。
〔放送番組の部門別編成比率〕
○ 定時番組について，教養番組20％以上，教育番
組10％以上，報道番組20％以上，娯楽番組20％
以上を編成します。

2．教育テレビジョン（Eテレ）

　幅広い世代の“知りたい”“学びたい”に応え，
趣味・生活・教育・福祉など多彩な番組を編成し，
文化・芸術の継承・発展にも尽力します。インタ
ーネットとの連携を深め，新しい番組サービスを
開始します。青少年・子どもの考える力，表現す
る力を育て，その発表の場を提供していきます。
（編集のポイント）
1．教育，福祉，防災などの重要課題を継続して
発信

2．幼児・子どもゾーンの活性化，ティーンズ向
け番組の個性の明確化

3．社会の中核を担う世代に向けた番組の充実
と，より見やすい時間帯への編成

4．インターネットと放送が両輪となって展開す
る番組の開発

〔放送時間〕
○ 1日20時間を基本とします。
〔放送番組の部門別編成比率〕
○ 定時番組について，教養番組15％以上，教育番
組75％以上，報道番組若干を編成します。

3．BS1

　「ナマの感動を届けるスポーツ」「世界のいま
を伝える国際情報」「時代を掘り下げるドキュメ
ンタリー」の 3本柱を軸に，新規視聴者の開拓と
地域密着型番組の定着も視野に入れ，柔軟かつ戦
略的な番組編成をめざします。
（編集のポイント）
1．20年に向けスポーツ中継や関連番組を拡充，
公共放送としてオリンピック・パラリンピッ
クへの動きを支援する

2．多彩なスポーツ関連番組で潜在的顧客を開拓
3．国際・経済情報番組の充実と，特集番組への
機動的な展開

4．戦後70年など，国内外の骨太なドキュメンタ
リーを提供

5．海外発信・国際展開をにらんだ戦略的な番組
を制作

〔放送時間〕
○ 1日24時間を基本とします。
〔放送番組の部門別編成比率〕
○ 定時番組について，教養番組20％以上，教育番
組10％以上を編成します。

4．BSプレミアム

　幅広い世代が楽しめる“知的エンターテインメ
ントチャンネル”として，他の波やメディアには
ない個性的でインパクトのあるコンテンツを充実
させると同時に，世界にも通用する高品質な大型
番組を開発，多彩で魅力的な編成で新しい視聴者
層の拡大をめざします。
（編集のポイント）
1．既存のファン層に加え，新たな視聴者層を
BSに呼び込むインパクトのある知的エンタ
ーテインメント番組の強化

2．話題性の高い大型企画『ザ・プレミアム』の
戦略的配置

3．「日本再発見」をコンセプトとした地域を応
援する番組を充実させるとともに，大都市圏
の視聴者にも満足いただける番組を強化
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〔放送時間〕
○ 1日24時間を基本とします。
〔放送番組の部門別編成比率〕
○特に定めない。

5．ラジオ第1放送

　“音声基幹波”として，「安心ラジオ」の機能
強化に引き続き取り組み，災害などの緊急時には
命と暮らしを守る情報を迅速に伝えます。インタ
ーネットとの連携を効果的に進め，豊かで多彩な
番組展開で幅広い世代のニーズに応えます。放送
開始90年の節目に，音声アーカイブスを活用した
番組やラジオの新たな魅力を創造する番組の開発
をめざします。
〔放送時間〕
○ 1日24時間を基本とします。
〔放送番組の部門別編成比率〕
○ 定時番組について，教養・教育番組あわせて
25％以上，報道番組35％以上，娯楽番組20％以
上を編成します。

6．ラジオ第2放送

　“生涯学習波”として，多様な知的欲求に応え
る番組を編成するとともに，社会の中堅層に向け
た，実践的な知識をつける番組を強化し，インタ
ーネットとの連携で“いつでも”“どこでも”学
べる機会を提供します。
〔放送時間〕
○ 1日19時間を基本とします。
〔放送番組の部門別編成比率〕
○ 定時番組について，教養番組15％以上，教育番
組65％以上，報道番組10％以上を編成します。

7．FM放送

　“総合音楽波”として，内外古今のさまざまな
音楽・芸能ジャンルの多彩な番組を編成し，リス
ナーの満足感を高めます。
　災害など緊急時には，ラジオ第 1放送と連携し
て機動的な編成を行い，地域情報波としてきめ細
かなライフライン情報を提供します。
〔放送時間〕
○ 1日24時間を基本とします。
〔放送番組の部門別編成比率〕
○ 定時番組について，教養・教育番組あわせて
40％以上，報道番組10％以上，娯楽番組25％以
上を編成します。

放送番組の改定

Ⅰ． 4月の番組改定
1．総合テレビジョン

（1）世代を越えて楽しむ番組，時代と向き合う
報道情報番組，“これさえあれば” と各世
代に必要とされる番組などを多彩に編成

　土曜日の夜間編成を刷新し，多彩なジャンルの
番組を配置した。午後 7時台には『ブラタモリ』
を新設し，午後 8時台に『超絶　凄（すご）ワ
ザ！』を移設し，家族そろって楽しめる時間帯と
して強化した。午後 9時台は『NHKスペシャル』
に加え，さまざまな分野のビッグデータを可視化
し課題を読み解く新しいスタイルの報道番組『デ
ータなび　世界の明日を読む』を編成した。『土
曜ドラマ』は午後10時台に移設し，週末の夜が待
ち遠しくなる感動的なヒューマンドラマや見ごた
えのある社会派ドラマを展開した。『土曜ドラマ』
では，「64（ロクヨン）」「ちゃんぽん食べたか」
等を放送した。このほか特集番組として，『放送
90年ドラマ　経世済民の男』『放送90年大河ファ
ンタジー　精霊の守り人』等を放送した。
　日曜午後 6時台には，ファミリー向けの国際情
報番組『これでわかった！世界のいま』を新設
し，午後10時台にはNHKワールドTVのラインナ
ップを紹介する番組『Doki　Doki！　ワールド
TV』を編成した。
　平日の夜間には，小さな話題を掘り下げること
で日本のいまを描く社会派バラエティー番組『所
さん！大変ですよ』や，国内外の注目の現場をじ
っくり見つめるドキュメンタリー番組『NEXT　
未来のために』を新設した。国際放送と連携した
アニメ番組『アニメ　英国一家、日本を食べる』
も編成した。
（2）ニュース・解説・討論番組などのインター

ネット連動を効果的に実施
　視聴者がニュースを取得するツールや視聴する
時間帯の変化に的確に対応するために，インター
ネットとの連携を意識したニュース情報番組『ニ
ュース　シブ 5時』を新設した。また，討論番組
における事前討論など，既存の番組においても効
果的なインターネット展開に取り組んだ。
（3）地域が主役となり，全国の視聴者が満足で

きる番組を制作
　地域の食材や暮らし，そこで生きる人々の魅力
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を全国発信する番組を充実・強化した。金曜の午
後 8時台には『妄想ニホン料理』を移設し，郷土
料理やその文化的背景などを楽しく紹介した。
（4）戦後70年の歩みを振り返り，未来を展望

する番組を展開
　戦後70年にあたり，戦後の日本と世界の歩みを
振り返るとともに，平和で心豊かに暮らせる社会
の実現のために日本が取り組むべき課題について
多角的な視点を提供した。『NHKスペシャル』で
は，戦後70年にあらためて“戦争と平和”につい
て考える「戦後70年　ニッポンの肖像」「沖縄戦　
全記録」「カラーでみる太平洋戦争～ 3年 8か月・
日本人の記録～」等を放送した。さらに幅広い世
代の関心を高め，世界の未来を展望する番組を重
点的に放送した。
（5）2020年東京オリンピック・パラリンピッ

クの関連番組を充実
　 5年後の東京オリンピックでの活躍が期待され
る選手に加え，パラリンピックを目指す有力選手
を発掘し，応援する番組『めざせ！2020年のオリ
ンピアン　パラリンピアン』を編成した。

2．教育テレビジョン（Eテレ）

（1）教育，福祉，防災などの重要課題を継続し
て発信

　小・中学生の子どもを持つ親たちが，教育に関
する不安や悩み，体験談を気軽に語り合える場を
提供する番組『ウワサの保護者会』を新設し，30
代，40代の子育て世代が見やすい時間に編成した。
『バリバラ～障害者情報バラエティー～』は，子
どもの視点に立った情報発信を重視し，親子での
視聴を意識した時間帯に移設した。「いじめ」に
ついては，定時番組や特集番組でキャンペーンを
継続し，波を越えた連携にも積極的に取り組んだ。
（2）幼児・子どもゾーンの活性化
　夕方の幼児・子ども向け番組ゾーンは，子ども
たちの生活時間の変化に合わせ，番組の組み替え
により活性化を図るとともに，子どもの感性を育
む新感覚の番組『ミミクリーズ』や『ゆうやけシ
ャキーン！』を新設し，ゾーン全体の魅力を高め
た。
（3）ティーンズ向け番組の個性を明確化
　平日午後 7時台は，ティーンズの多様な関心に
応える個性豊かな番組を編成した。10代，20代の
リアルな不安や悩みを“ネット小説”という形で
番組に取り込む『オトナヘノベル』を新設したほ
か，『サム＆キャット』の新シリーズや，『Eダン
スアカデミー』の通年化など，継続番組の内容充

実も図った。
（4）社会の中核を担う世代に向けた番組の充実
　平日午後10時台は，社会の中核を担う視聴者や，
それに続く若い世代に向けた教養番組を強化し
た。14年度，時間枠を拡大した『先人たちの底力　
知恵泉（ちえいず）』に続き『オイコノミア』も
45分化し，内容の充実を図り，『100分de名著』『ス
ーパープレゼンテーション』などとともに午後10
時台に編成した。また，『SWITCHインタビュー　
達人達（たち）』の再放送を新設した。
（5）平日日中の再放送番組の戦略的編成
　60代，70代の在宅率が比較的高い平日午後 0時
台に，『趣味の園芸　やさいの時間』や『アニメ　
団地ともお』『先人たちの底力　知恵泉（ちえい
ず）』など多彩な番組の再放送を編成した。気軽
にゆったり楽しめるようにすることで，接触者率
の向上を図った。
（6）インターネットと放送が両輪となって展開

する番組の開発
　放送法改正にともない，インターネットを積極
的に活用した番組を開発した。語学番組『ニュー
スで英会話プラス』では，ホームページ上に自分
の発音がうまく相手に伝わっているかを判定する
アプリを導入し，番組と連携しながら発音指導を
行った。ほかにも，インターネットなどを利用し
た投票で，オンエアの枠を競う視聴者参加型番組
『Eテレ・ジャッジ』を新設した。
（7）学校放送番組・高校講座の充実
　学校放送番組では，道徳の教科化が段階的に始
まることにあわせ，子どもたちが他者とのコミュ
ニケーションのなかで，よりよい人間関係を築く
力を育てる番組『ココロ部！』を新設したほか，
日本の国土と産業を学ぶ小学 5年生向け社会科番
組『未来広告ジャパン！』を新設した。高校講座
でも，学習指導要領の改訂や教育現場のニーズに
対応した内容の充実を図った。

3．BS1

（ 1）2020年に向けスポーツ中継や関連番組を
拡充，オリンピック・パラリンピックへの
動きを支援

　20年の東京オリンピック・パラリンピックに向
けて，取り上げる競技の幅を広げるなど，隠れた
人気スポーツの発掘に取り組んだ。
　また，15年度は， 6月に「FIFA女子ワールド
カップ2015・カナダ」， 9月には「ラグビーワー
ルドカップ2015・イングランド」が開催され，大
会を盛り上げる番組を積極的に展開，視聴者層の
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開拓を図った。
（2）多彩なスポーツ関連番組で潜在的顧客を開

拓
　土曜午後 5時台から 6時台には，自らスポーツ
を楽しむ人たちに向けた番組枠“Doスポーツゾ
ーン”を設定し，身体を動かす楽しさを視聴者に
届けた。各地の自転車ロードレースを取り上げる
『チャリダー★快汗！サイクルクリニック』をこ
の時間帯に移設。マラソン大会をとりあげる『ラ
ン×スマ～街の風になれ～』とともに，地域密着
型番組として定着を図った。
　また，日曜午後 9時台にはスポーツ番組の実験
枠『スポーツ・ラボ』を新設した。『スポーツ酒
場　“語り亭”』などを移設するとともに，新た
な趣向のスポーツエンターテインメント特集を編
成し，10代から20代の若い世代や女性など，これ
までBS1との接触が比較的少ない視聴者の獲得を
めざした。
（3）国際・経済情報番組の充実と，特集番組へ

の機動的な展開
　14年度にリニューアルした朝・夜の国際ニュー
ス情報番組『キャッチ！世界の視点』『国際報道
2015』は，さらなる内容の強化・充実に努め，一
層の定着をめざした。
　週末の経済情報番組を『経済フロントライン』
として日曜夜から土曜夜に移設。 1週間の経済動
向をまとめて振り返るとともに，国内外の最新の
経済情報を深く掘り下げた。
　関心の高いテーマについては，積極的に特集番
組への展開を図った。
（4）戦後70年など国内外の骨太なドキュメン

タリーや，海外発信・国際展開をにらんだ
戦略的な番組の制作

　国内外の関心の高いテーマを丹念に取材したド
キュメンタリーをタイムリーに制作した。海外ド
キュメンタリーの秀作に加え，国際共同制作も積
極的に推進し，多彩なラインナップで放送した。
　日曜午後 7～ 8時台には，話題性の高い大型番
組『BS1スペシャル』を定期的に編成し，一層の
定着をめざした。

4．BSプレミアム

（1）既存のファン層に加え，新たな視聴者層を
BSに呼び込むインパクトのある知的エン
ターテインメント番組の強化

　平日および日曜夜間の番組を刷新，強化し，多
様な視聴者の関心に応えた。
　平日午後 9時台には，最新の映像技術を駆使し

て誰もが知る事件の知られざる物語に迫る『アナ
ザーストーリーズ　運命の分岐点』と，世の中の
“オモシロ仮説”を大マジメにかつ楽しく検証す
る『仮説コレクターZ』のふたつの知的エンター
テインメント番組を新設した。
　継続番組は内容を一層充実させた。『新・BS日
本のうた』『コズミック　フロント☆NEXT』は
内容・演出を強化，装いも新たにし，これまで以
上に幅広い層の視聴者の獲得をめざした。
　平日午後11時台の「リラックスゾーン」は一層
の定着を目指し，ベランダで繰り広げられる植物
と人間の悲喜こもごもをドラマタッチで描く『植
物男子ベランダー　SEASON2』など，個性的で
肩の凝らない番組を編成した。
（2）話題性の高い大型企画『ザ・プレミアム』

の戦略的配置
　土曜夜間は，圧倒的な訴求力と話題性をもった
大型企画『ザ・プレミアム』を編成した。総延長
14万キロ，アジア32か国の主な幹線道路を結ぶア
ジアの大動脈・アジアハイウェイを旅する「井浦
新　アジアハイウェイを行く」，世界各地の“見
たこともない大自然”に迫力ある映像で迫る『体
感！グレートネイチャー』など，国際展開も視野
に入れたスケール感あふれる大型番組などを戦略
的に配置し，BSプレミアムの存在感を高めた。
また，話題性の高い映画も随時編成した。
（3）“にっぽん再発見” をコンセプトとした地

域を応援する番組を充実させるとともに，
大都市圏の視聴者にも満足いただける番組
を強化

　月～金曜午後 7時台は，全国各地の魅力を発信
し地域を応援する番組を充実させた。
　月曜午後 7時台には，大都市ならではの絶景，
グルメ，伝統の職人，新しいライフスタイルなど，
「TOKYO」のひとつの「街」の，地元の人しか
知らないディープな情報と人の息吹きを伝える情
報番組『TOKYOディープ！』を新設した。
　また，特に大都市圏の視聴者の生活時間の変化
にあわせ，月～金曜の午前 6時台に「幼児・子ど
も番組ゾーン」を設けた。

5．ラジオ第1放送

（1）平日夜間に娯楽性の高い幅広い世代に訴求
力がある番組を新設

　これまで中高年層向けの感が強かった時間帯
に，より若い年代層にもなじみのあるパーソナリ
ティーを据えた娯楽番組『クリス松村の音楽処方
箋』『サンドウィッチマンの天使のつくり笑い』を
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新設し，幅広い世代のリスナーの獲得をめざした。
（2）放送開始90年の節目に音声アーカイブス

を活用した番組を新設
　長年蓄積してきた貴重な音源を活用した番組
『小山薫堂の“温故知新堂”』を新設し，放送の
歴史を切り開いてきた“挑戦”を振り返るととも
に，ラジオの新たな魅力やこれからの可能性を探
った。
（3）土日夜間の若者向け番組を刷新しワイド化
　若者ゾーンと位置づけ，10代から20歳前後の若
者向けの番組を放送している土日の夜間に，両日
とも共通タイトルの 3時間のワイド番組『らじら
ー！　サタデー／サンデー』を新設し，インター
ネットも活用しながら，より多くの若年リスナー
の獲得をめざした。
（4）リスナーが特に多い朝の時間帯の刷新
　16年間放送してきた朝の情報ワイド番組『ラジ
オあさいちばん』を刷新した。NHKラジオの中
では最もリスナーの多い番組でもあり，番組の骨
格を継承しながら，番組タイトルを『NHKマイあ
さラジオ』として内容の充実を図った。
（5）“安心ラジオ” の充実
　 2年間放送してきた『なっとく防災広場』を
『週刊どこでも安心ラジオ』としてリニューアル
した。分野を防災から広げ，健康や介護に関連し
たミニ知識，悪徳詐欺被害から身を守るノウハウ
など，安心・安全にかかわる身近な最新情報を，
1分間のキャンペーンスポットとともに日常的に
届けた。

6．ラジオ第2放送

（1）知的欲求に応える教養番組の充実
　ビジネスパーソンに向けた番組の充実を図り，
さまざまな仕事の場で活躍する達人たちの「名
言」や「考え方」を紹介する『ラジオ　仕事学の
すすめ』のほか，日本各地の自然や文化，芸能な
ど豊富なアーカイブを利用した新しい教養番組
『音で訪ねる　ニッポン時空旅』を新設した。
（2）語学番組の放送時間の見直し
　再放送枠のひとつを前週分の内容とすること
で，聞き逃しを減らし，繰り返し学べる機会を増
やした。また，Eテレの語学番組編成を考慮し，
夜間帯の放送時間を見直した。

7．FM放送

（1）平日深夜帯にトークと音楽がゆったりと交
錯する新番組

　午前 0時台に，一人のゲストが通しでパーソナ

リティーを務め，自分の人生を彩ったアルバムを
紹介する音楽トーク番組『夜のプレイリスト』を
編成し，女性リスナーの獲得をめざした。
（2）平日夜間にパーソナリティーの個性が光る

新番組
　長いキャリアを誇る実力派アーティストをパー
ソナリティーに据えた番組『Masayuki Suzuki 
Radio Show GOOD VIBRATION』を編成し，「オ
トナ」世代に向けてNHK-FMの存在感をアピー
ルした。
（3）放送開始90年でアーカイブスを活用した

新番組
　土曜夜間に，90年近い歴史を持つNHK交響楽
団の過去の名演奏を題材にしたアーカイブス番組
『N響　ザ・レジェンド』を編成した。NHKの貴
重な音源を活用し，クラシックファンの期待に応
えた。

Ⅱ．年度途中の新設番組など

1．総合テレビジョン

（1）新設番組
　後半期の改定では，土曜夕方に『サンダーバー
ド　ARE　GO』（10.3～）を新設したほか木曜夜
間に『総合診療医　ドクターG』（10.15～）を 1
年ぶりに定時番組とした。
（2）ドラマの新シリーズ
　『連続テレビ小説』は「あさが来た」（9.28～），
『大河ドラマ』では「真田丸」（1.10～）を開始
した。
　火曜夜10時の『ドラマ10』は「わたしをみつけ
て」「愛（いと）おしくて」などを放送した。
　木曜夜 8時の『木曜時代劇』では，「ぼんくら
2」「ちかえもん」などを放送した。
　このほか，土曜夜10時の『土曜ドラマ』では，
「破裂」「逃げる女」などを放送した。

2．教育テレビジョン（Eテレ）

　後半期の改定では，ティーンズ向け番組として，
『超能力ファミリー　サンダーマン　シーズン2』
（9.2～）を放送したほか，学校放送番組の新シ
リーズとして，『カガクノミカタ』や『おんがく
ブラボー』『カラフル！』『新・ざわざわ森のがん
こちゃん』『えいごでがんこちゃん』『オン・マイ・
ウェイ！』を放送した。また，語学番組の新シリ
ーズとして『しごとの基礎英語』，音楽教養番組
として，『ミュージック・ポートレイト』を放送



第
2
部

Ｎ
Ｈ
Ｋ

第２部　NHK｜第１章　放送｜1 節　放送番組の編成

65 NHK年鑑’16

した。アニメでは『アニメ　ザ・ペンギンズ』を
放送した。

3．BS1

　野球などのシーズン終了や欧米の冬時間等に伴
い，11月 2 日以降，一部改定を実施した。
　午後11時台の『ワールドスポーツMLB』は，
MLBのシーズン終了に伴い，内容と放送時間を
一部見直して，欧州サッカーの最新情報を中心に
『ワールドスポーツSOCCER』，NBAやNFL，ウ
インタースポーツなどの最新情報を伝える『ワー
ルドスポーツNBA＆NFL』を放送した。また，『ワ
ールドスポーツ』の移設に伴い，『BS世界のドキ
ュメンタリー』と『アスリートの魂』は夜11時に
放送時間を繰り上げた。
　土曜午後 5時台は『奇跡のレッスン　最強コー
チが導く　飛躍の言葉』（11.14～）を放送した。
　欧米の夏時間の終了に伴い，日曜の午前 5～ 8
時台の編成を一部変更し，『ワールドニュース』
は午前 8時からの放送に変更し，『PGAゴルフツ
アー』は午前 6～ 7 時台に変更，『ラン×スマ～
街の風になれ～』，『チャリダー★快汗！サイクル
クリニック』を午前 5時台に再放送した。

4．BSプレミアム

　後半期の改定では，水曜夜間に『ザ・プロファ
イラー～夢と野望の人生～』，海外ドラマの新シ
リーズ『ワンス・アポン・ア・タイム 3』を放送
した。木曜夜間には，特集ドラマ，新たなスタイ
ルの紀行番組など，個性的でインパクトのある多
彩な番組を編成する「木曜インパクト」を新設し
たほか，半年ぶりに『世界入りにくい居酒屋』を
定時番組とした。
　また，火曜午後 6時台には『アニメ　カンフー・
パンダ　ザ・シリーズ』を，日曜夜 9時台には海
外ドラマ『刑事フォイル』（8.30～）を放送した。

5．ラジオ第1放送

　プロ野球ナイトゲームの終了に伴い，木・金曜
の午後 8～ 9時台の編成を改定した。木曜は，『か
れんスタイル』を，金曜は音楽番組『ぼくらの青
春 J－POP　平成ミュージック・グラフィティ
ー』を放送した。

6．ラジオ第2放送

　前半期放送した『ポルトガル語入門』の後続番
組として『ポルトガル語ステップアップ』を放送
した。

国内放送番組審議会
　放送番組審議会は，放送事業者に対して放送法
で設置が義務付けられている法定の審議機関であ
る。NHKは国内放送に関わる「中央放送番組審
議会」と 8つの「地方放送番組審議会」，国際放
送に関わる「国際放送番組審議会」を設置してい
る。
　番組審議会は，放送番組の適正を図るための自
律措置として設けられているものであることか
ら，委員の人選にあたっては学識経験者などの中
から，社会動向や属性など全体の調和を考え，視
聴者の意向が的確に反映されるよう，幅広い観点
から委嘱を行っている。委員数は，16年 3 月現在
で中央審議会は15人，地方審議会は10～12人で組
織している。会議は，毎月 1回の定例開催日に議
題を設けて実施している（ 8月は休会）。会長の
諮問に応じて全国向けの「国内放送番組編集の基
本計画」と各地域向けの「地域放送番組編集計
画」について審議し，答申したほか，番組全般に
ついて意見交換を行った。

1．中央放送番組審議会

　中央放送番組審議会は，15年度中に11回開催し，
会長の諮問により，12月に「平成28年度国内放送
番組編集の基本計画」について審議し，答申した
ほか，広く国内放送番組全般について活発な意見
交換を行い，放送番組への反映を図った。
　また， 5月に14年度下半期，11月に15年度上半
期の国内放送番組の種別の実績および種別ごとの
放送時間について報告した。
　15年度中の主な議題は次のとおり。
4月　  『クローズアップ現代』報道に関する中間

報告，経営計画における「達成状況の評　
価・管理」（14年度第 4四半期・ 1～ 3月，
12～14年度全体）について

 5 月　  『クローズアップ現代』報道に関する調査
報告，国内放送番組の種別の実績および種
別ごとの放送時間（平成14年10月～15年 3
月），『所さん！大変ですよ』「“ぐるぐる”
病院の謎」について

6月　  『クローズアップ現代』報道に関する調査
報告を受けた再発防止策，『アナザースト
ーリーズ　運命の分岐点』「アイルトン・
セナ事故死　不屈のレーサー　最期の真
実」について

7月　  経営計画における「達成状況の評価・管
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理」（15年度第 1四半期・ 4～ 6 月），『め
ざせ！2020年のオリンピアン』「トランポ
リン元世界王がジュニア王者にライバル宣
言！」について

9月　  15年度後半期の国内放送番組の編成，16年
度の番組改定，『NHKスペシャル』「きの
こ雲の下で何が起きていたのか」について

10月　  経営計画における「達成状況の評価・管
理」（15年度第 2四半期・ 7～ 9 月），『浦
沢直樹の漫勉』「さいとう・たかを」につ
いて

11月　  『クローズアップ現代』などに関する
BPO意見，国内放送番組の種別の実績お
よび種別ごとの放送時間（15年 4 ～ 9 月），
「平成28年度国内放送番組編集の基本計画
（案）」について

12月　  『クローズアップ現代』に関するBPO勧
告，「平成28年度国内放送番組編集の基本
計画（案）」－諮問－，『フランケンシュタ
インの誘惑　科学史　闇の事件簿』「放射
能　マリーが愛した光線」について

1月　  経営計画における「達成状況の評価・管
理」（15年度第 3四半期・10～12月），「平
成28年度国内放送番組編成計画」「平成28
年度インターネットサービス実施計画」に
ついて

2月　  『BS1スペシャル』「もうひとつのショパ
ンコンクール～ピアノ調律師たちの闘い
～」について

3月　  『ETV特集』「書家・金澤翔子30歳～娘と
母　新たな旅立ち～」について

　番組審議会の活動内容の公開については，各番
組審議会の議事録を毎月，放送やインターネット
などで公表しているほか，各放送局で議事録の備
え置きを実施するなど積極的に行っている。

2．地方放送番組審議会

　全国 8つの地域ごとに「地方放送番組審議会」
が設けられ，各地域の放送番組の基本方針を審議
している。
　15年度中に各地域とも11回開催し，会長の諮問
に応じて「平成28年度各地方向け地域放送番組編
集計画」について審議し，答申したほか，番組全
般について意見交換し，その適正化を図った。

2 節 放送番組の制作

報道・スポーツ番組

Ⅰ．取材・制作・放送システム

1．ニュース取材・制作設備

　 5年ぶりにNC-A，B，Cフロアのセット全面
更新を実施した。
　今回，自発光で境界線がなく，サイドからの視
野角も広く，照明の写り込みもないLEDの特性
を生かしたラウンド型LEDディスプレイを整備
した。NC映像システム系統との結合で，映像コ
ンテンツ制作の自由度が増し，カメラ・照明・ア
ートの工夫によって 3次元的な空間を生かした演
出が可能となった。
　N7セットは，曲線を多用したセットデザイン
に刷新した。N7メイン席（緊急席）も新規製作
し，更に140吋

インチ

再撮プロジェクターを 2式整備し
て，Viz映像システムと連携させるとともに， 2
面再撮手前の空間を確保することによって，演出
の自由度を大幅に広げた。
　『おはよう日本』セットでも，ラウンドLED
や 4 K再撮モニターを活用し，INDEXソフト改
修や，ハンディカメラも使った演出を開始した。
　Cフロアの『首都圏ネットワーク』もセットを
全面更新し，キャスターが自由に移動できる演出
が可能となった。グリーンクロマキーも新規整備
してフルバーチャル演出の要望に応えた。
　今回は， 4年後の東京五輪を見据えたセット更
新を目標にして，かなり大がかりなセット更新と
なったが，通常の放送や緊急報道を維持しながら，
無事にセット更新を実現させた。
　本部ニュースセンターの映像サーバーシステム
の利用が定着した。ニュースセンターから送出す
るニュース・緊急報道・情報番組，15年 4 月の統
一地方選挙開票速報において，ほぼすべての映像
素材を本システムから送出した。また，14年度に
引き続き映像交換システムの整備を進め，北海道，
東北，東海・北陸，中国，九州・沖縄地方の放送
局との映像交換が可能となった。
　本部ニュースセンターでは， 7つの送出卓（電
子台本運用卓：5台，マニュアルスイッチング卓：
2台）を配置し，送出制御装置によりニュース項
目単位で送出卓を切り替えながら送出している。


